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展望 

断らない救急医療を継続しつつ若手ER医を育て

日本の救急医療に貢献するため，救急科専門医の充

実を図りたい．具体的には年間4名の救急科専攻医

入職と，数年以内に救急科専門医の24時間常駐を実

現したい． 

 

診療実績 

年間診療実績 

救急搬送    12,524人 

Walk in 受診者数 31,800人 
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